
 

 

のら ねこたん 

院長 辻中 まさたけ 

数年前から当院にメスの野良猫が住み着いている。どこからやって

きたのか不明であるが、とても人懐こく医院の前でくつろいでいたか

と思うと患者さんにもすり寄っていく。おうちはダンボールで作って

あり、えさはカリカリの猫専用のものを貰っている。フンは何処でし

ているのかわからないが近くには見当たらない。首輪はつけてあるが、

名前はつけておらず、通称「のら ねこたん」と適当に呼んでいる。

野良猫だけあって似た残念なガラの他の猫も多く見かけ、時 「々のら 

ねこたん」にあげたエサを食べにやってくる。我々はそんな猫たちを

「一号」、「２号」と呼んでいる。「のら ねこたん」は人懐っこいが

気が弱く、いつも「一号」、「２号」にエサを取られてしまい、再びエ

サのおねだりを私たちにしてくる。       (次ページへ続く) 
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TEL         0584-66-2600 

○診療時間        月・水・金 → 午前（9時～12時）＆ 午後（3時30分～6時30分） 

             火・木・土 → 午前（9時～12時） 

○休診日             日曜・祝祭日・火、木、土曜日午後 

○ホームページアドレス   http://www.tsujinaka.jp 

              つじなか便り          クリック！ 

○Ｅメールアドレス       tsuji_con@mti.biglobe.ne.jp 

辻辻中中眼眼科科  



往診・訪問診療をご希望の方は 

院長までご相談ください。 

 

そんな「のら ねこたん」、最近になってエサを取らなくなり声も

かすれたので動物病院に連れて行ったところ、口内炎を発症していた

とのことであった。ついでに猫エイズらしきものの検査もしてもらっ

たが陰性であった。今は軽快して元気であるが、食欲が低下したとき

にあげていたレトルトのトロトロエサに慣れてカリカリのエサは見

向きもしなくなった。 

まったく贅沢者である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月２５日 
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5月2４日に大垣養老高校の「卒業生と語る会」という学校行事に参加してき

ました。私はH25年度の卒業生で、この会で卒業生が在校生に進路実現に向け

たアドバイスや就職先・進学先での事などを話しました。 

 私が話した事が在校生のみなさんの進路決定、将来の展望への力になってくれ

たら嬉しいと思います。                    文責 川瀨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下笠保育園より頂きました→ 
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書 類 内 容  料 金 

生命保険 入院・手術証明書 一通 3,000円 

事故診断書 一通 3,000円 

身体障害者診断書・意見書 一通 5,000円 

特定医療費(指定難病)臨床調査票(更新) 一通 2,000円 

補装具費支給意見書 一通 1,000円 

診断書 一通 1,000円 

※上記料金に再診料と外来管理料を算定します。 

その他書類に関しましては気軽に受付にお声かけ下さい。 
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以上よろしくお願いします。 

 

 

 

当院では、かかりつけの薬局で薬をいただける院外処方箋の 

発行をおこなっております。 

ご希望の方は、受付までお申し付けください。 
 

 


